
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      ～校長より～ 
  
 年末の終業式で、私は皆さんに一つの宿題を出しましたね。 ということです。
新しい年を迎えるにあたって、自分はどんな未来を切り拓いていくのか。自分自身と静かに向き合う時間は持
てたでしょうか。 

さて今年はオリンピックの年ですね。来月に開幕するミラノ・コルティナダンペッツォ冬季オ
リンピック。その舞台で、日本の期待を背負ってリンクに立つ、フィギュアスケートの鍵山優真
（かぎやま ゆうま）選手です。皆さんも、彼のあの軽やかなスケーティングを一度は目にした
ことがあるでしょう。4 年前の北京オリンピック、鍵山選手は初出場ながら、堂々とした滑りで
銀メダルを獲得しました。当時 18 歳。まさに飛ぶ鳥を落とす勢いで、世界中にその名を知らし
めたのです。 

しかし、彼がこの 4 年間、どれほど険しい道のりを歩んできたかは意外と知られていません。本当の試練は
オリンピックの直後に訪れました。左足首の怪我です。トップスケーターにとって、感覚が命である足首の怪
我は致命的とも言えるものです。彼はそこから、約 1 年半もの間、まともに試合に出られない日々を過ごしま
した。ライバルたちが次々と新しい技を習得し、スコアを伸ばしていく中で、自分だけがリンクの外で見守る
しかない。どれほど焦り、どれほど悔しい思いをしたことでしょう。中学生の皆さんの中にも、怪我や体調不
良で部活動ができなかったり、思うように成績が伸びず、周りと自分を比べて落ち込んでしまったりした経験
がある人がいるかもしれません。鍵山選手も、まさに絶望の淵に立たされていました。 

そんな中、彼は休養期間中、ただ足を治すだけではなく、自分のスケートを根本から見つめ直しました。「単
にメダルを獲りたい」という目標を超えて、「世界で自分にしかできない表現を極めたい」「見てくれる人の心
に一生残る滑りをしたい」という強い「志」を自分の中に再構築したのです。鍵山選手は、リハビリの期間を
こう振り返っています。「滑れない時間は苦しかったけれど、自分がどれだけスケートを愛しているか再確認で
きた。次はもっと強くなって、自分の理想とするスケートを世界に見せたい」と。怪我という逆境を、「自分を
さらに高めるための準備期間」と捉え直したのです。これは並大抵の精神力ではありません。この「志」こそ
が、人を「本気」にさせるエネルギー源なんですね。 

私は以前から「本気で取り組むこと」の大切さを話してきました。しかし、ただ「本気になれ」
と言われても、なかなか難しいものです。苦しい時、結果が出ない時、最後に自分を突き動かし
てくれるのは、「自分はこうありたい」という内側から湧き出る志です。鍵山選手の場合、⾧引
くリハビリや孤独な練習に「本気」で向き合い続けられたのは、彼の中に揺るぎない志があった
からこそです。志があるからこそ、その熱量が途切れなかったのです。 

さあ、生徒の皆さん。皆さんの 3 学期はどうでしょうか。3 年生の皆さん。進路決定に向けて不安になる夜
もあるでしょう。でも、そんな時こそ、きっと自分にある「志」を思ってください。進路決定の先で、皆さん
はどんな大人になりたいですか？志が明確になれば、今日取り組む問題の一つ一つが、未来の自分を創るため
の大切な「本気」の１ピースに変わります。1 年生、2 年生の皆さん。あと 3 ヶ月で、皆さんは先輩になり、最
高学年になります。今の学年・学級、部活などで最後にどんな足跡を残したいですか？ 

「志」というのは、立派な言葉で表さなくてもいいのです。「誰かに優しくできる自分でありたい」「苦手な
ことから逃げない自分になりたい」。そんな自分なりの志を立て、今日から「本気」で追い求めてください。そ
の積み重ねが、皆さんを、鍵山選手のように「逆境に負けない強い人」へと成⾧させてくれます。本気で取り
組んでいる人の顔は、とても美しいものです。昨年の行事でも、私は皆さんのそんな美しい顔をたくさん見て
きました。3 学期は、その「本気」をぜひ「日常」の中で見せてください。 

1 学期に話した 、2 学期に話した 。それらすべてを動かすエンジンが、皆さんの内側
にある「志」です。 

ミラノの氷の上で、自分の志を表現しようとしている鍵山選手のように、皆さんもこの学び舎で、自分だけ
の「志」を形にしていってください。私たち教職員は、皆さんのその歩みを、全力で応援し続けます。 
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文京区立第六中学校 

校長 田中 繁広 

【教育目標】○責任を重んじる ○学習に励む ○健康なからだをつくる ○美しい生活を求める  

＜紺色ポロシャツの導入について＞  
現在ポロシャツは白色のみの使用可となっていますが、令和８年度からは紺色も選択できるように準備を
進めております。詳細は３月の保護者会においてご説明いたします。 
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部活動や校外での六中生の活躍について紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和８年１月 

日 曜日 予 定 

２２ 木 中央委員会 

２３ 金 英語検定 

２６ 月 全校朝礼 

３０ 金 校外学習(２) 

令和８年２月① 

日 曜日 予 定 

２ 月 生徒委員会 

３ 火 
中央委員会 

ESAT-J(１・２) 

６ 金 歌舞伎教室(１) 

９ 月 生徒朝礼 避難訓練 

 
 

令和８年２月② 

日 曜日 予 定 

１０ 火 健康講話(１) 

１３ 金 全校数検(１・２) 

１６ 月 全校朝礼 入学説明会 

１９ 木 学校保健委員会 

２４ 火 学年末考査(英・音・技家) 

２５ 水 学年末考査(社・理・美) 

２６ 木 学年末考査(国・数・保体) 

２７ 金 領域診断ﾃｽﾄ(１) 

 

※現段階の予定ですので、後日配布の月行事予定表を 

改めてご確認ください。 

１月１７日(土)の土曜授業公開では、第六中学校三大行事の一つである「百人一首大会」が行われました。
今年も跡見学園女子大学の競技かるた部から３名を講師としてお迎えして、デモンストレーションや読み手
をしていただきました。畳の敷き詰められたアリーナに１・２学年の生徒が集結して、取り札を向かい合っ
て並べてチーム戦で戦う「源平戦」を行いました。読み手の声がアリーナに響く中、真剣なまなざしで取り札
を見つめる六中生はまさに「本気」の姿で、参観の皆さんからも拍手が湧いていました。 

【デモンストレーション】素早い動きに
会場から驚きの声が上がっていました。 

【アリーナでの熱戦】どの畳上も真剣
そのものですがすがしい！ 

【いざ勝負！】頭を突き合わせて、シー
ンとした中、読み手の声に耳を傾けます。 

日頃より六中の教育活動にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。今年も生徒たちの健やかな
成⾧のために、学校全体で取り組んでまいります。よろしくお願いいたします。 

☆ 令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール  佳作 ３年Ｃ組 ※ ※※ 
 

☆ 区立中学校読書感想文 

１年Ａ組 ※※ ※※※ 「本当の強さとは何か」   １年Ｂ組 ※※ ※   「見えないものに気がつく大切さ」 

２年Ｂ組 ※※ ※※  「人生のピース」      ２年Ｃ組 ※※ ※※※ 「変化がもたらす変化」 

３年Ｃ組 ※※ ※   「やむことのない銃声」   ３年Ｃ組 ※※ ※※  「勉強を好きになる半年」 
 

☆ 令和７年度「税の標語」 

本郷間税会 秀作 ２年Ａ組 ※※ ※※    入選 ２年Ｂ組 ※※ ※※※ 
 

☆ 文京区環境保全ポスター図案コンクール 

銀賞 ２年Ａ組 ※※ ※    銅賞 ２年Ａ組 ※※ ※※    佳作 ２年Ｃ組 ※※ ※※ 
 

☆ 令和８年用緑化運動ポスター原画募集表彰   １年Ａ組 ※※ ※※ 
 

☆ 文京区中学校バレーボール女子１年生大会（１月１１日実施） 第２位 


